
オーディオ実験室収載 

 

FAL C90EXW 駆動アンプの 選択(4) 

―Rogers Cadet Ⅲアンプの適用― 

 

１．はじめに 

 前報(3)に引き続き、Rogersの Cadet Ⅲアンプで駆動してみます。 

 

２．Cadet Ⅲアンプによる駆動の試聴方法 

 今回使用するのはプリメインアンプの Rogersの Cadet Ⅲアンプです。しなの音蔵

オリジナル 300Bシングルアンプに繋いでいるムジカライザーのケーブルを Cadet 

Ⅲアンプの端子に繋ぎかえて、端子に foQシートを貼ります。ムジカライザー以降

はスピーカーリベラメンテのバイワイヤリング駆動となっています。写真ではパネル

が見えにくいのでネットから検索したパネル写真も掲げておきます。 

   

  

 

３．Cadet Ⅲアンプによる駆動の試聴結果 

 Cadet Ⅲアンプのパワー管は ECL86で 10W出力ですから、今回使用するアンプの

中では大きい方です。初めて聴く組み合わせですが、切れ味も良く、深みもあって、

300Bや PX25などの大型真空管に引けをとらないパーフォーマンスを示してくれま

す。さらに陰影感についても PX25のような味わいを示してくれました。 

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2013/12/33dfd1da110e6d0b39586254ec26c937.pdf


 

４．まとめ 

Cadet Ⅲアンプは何の変哲もないプリメインアンプですが、切れ味も良く、深みも

あって、300Bや PX25などの大型真空管に引けをとらないパーフォーマンスを示し

てくれました。 

 

以上 

 


